
〈変動型最低限価格制度の手続きの流れ（単価契約工事を除く）〉 

  

       

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

               

                

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）・有効な入札参加者とは、予定価格以内の入札参加者で、当該案件の入札参加要件に 

定める明石市入札参加資格者名簿への登録、地域区分、品質評価点、関係法令等の 

要件を満たしていることに加えて、入札額と内訳書の金額が一致している者をいう。 

・有効な入札参加者が４者未満の場合は、予定価格の 85％を最低制限価格とする。 

無効となる入札を除く 

 ・予定価格を超える入札 

最低入札価格の提示者（一番札） 

低入札基準価格以上か？ 

低入札基準価格は、直接工事費の 10 分の 9.7＋共通仮設費の 10 分の 9

＋現場管理費の 10 分の 9＋一般管理費等の 10分の 6.8 とする。 

また、予定価格の 10 分の 8.5 から 10 分の 9.2 の範囲で設定する。 

低入基準価格を下回る場合 低入基準価格以上の場合 

落札決定 

※施工実績、技術者の資格等の

事後審査も満たした場合 

変動型最低制限価格（失格値）を算出。失格値以上か？  

 変動型最低制限価格（失格値）は、当該入札における有効な入札参加者

のうち、入札価格の低い４者の平均値の 90％とする。 

ただし、算出された変動型最低制限価格が予定価格の 85％を下回る場 

合は、予定価格の 85％を失格値とする。  

 
変動型最低制限価格 

（失格値）未満の場合 

 

変動型最低制限価格 

（失格値）以上の場合 

落札決定 

失格 

二次判定 

一次判定 

施工実績、技術者の資格等の

事後審査を満たす場合 

左記の事後審査を満たさない場合は無効 

二
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